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区には，乾燥した場合 100 g に相当する量の通常培養土に長さ約 1 cm のヤシ殻繊維 6 g およびベントナイト
10 g を混合した改良培養土をセルトレイ（128 セル）に詰め，各セルに‘金系 201 号’種子を温室内で播種し，
子葉展開期に 0.6% ポリビニルアルコール水溶液を灌液する区を充て，3 資材を用いずに通常培養土のみで育
苗した区を慣行区とした。処理は出芽およびその後の芽生えの生育を抑制しなかった。慣行区では本葉 3.0
葉期が根鉢形成期であり，定植機による抜き取り苗の培養土部分は完全にセルの形を保っていた。同様なこ
































カ ム ア グ リ，N：P2O5：K2O＝150：1000：150 mg・L
－1）
の水分含量を前もって求めておき，その乾燥重 100 g（例







パン，N：P2O5：K2O＝6：10：5%）3000 倍液を毎日 1 回
施用した。ポリビニルアルコール液灌液日は無灌水とし，























たので，子葉展開日の灌液を採用した。表 1 のように約 5
日ずつずらしてセルトレイに1セル当たり3粒ずつ播種し，
子葉展開日に 1 セル当たり 1 株に間引きした後灌液処理を
した。最終播種の 14 日後に本葉 0.5（展開途中の本葉が 1












ク化処理して育苗した 2.0 および 2.5 葉期苗（以下処理 2.0
























表 1 に示した期日に播種して育苗した処理 2.0 葉期苗，処
理 2.5 葉期苗および慣行 3.0 葉期苗を 15 cm ポットに定植
し，最初の 8 日間の灌水を 4 回（1，4，6 および 8 日目。
通常灌水区）の他，2 回（1 および 6 日目。50% 灌水区）
および 1 回（1 日目。25% 灌水区）行い，その後は通常灌



















播種後 5 日に開始（8～12%）し，その後出芽率は 6 日に












において 0.5 葉期から苗の齢が進むに伴い高まり，3.0 葉
期では培養土部分の形状がセルの形を完全に保っている
3.0 であった。4.0 葉期でも同様であった。欠株率は 0.5 葉
期では 20% と高かったが，苗齢進行に伴い低下し，3.0～4.0




128 穴セルトレイ育苗の場合 3.0 葉期を定植適期としてい
る。ブロック化処理区の指数は 3.0 葉期で慣行区と同じで
あり，3.0，2.5 葉期でも慣行区よりも高い 3.0 であった。
さらに，2.0 葉期においても，指数は慣行区より高く，2.7




数（表 1）は慣行区で 26～30 日，処理区の 2.5 葉期苗で








対して処理 2.0 葉期苗区が 55%，処理 2.5 葉期苗区が 74%
であった。仮総葉面積（表 3）も，慣行 3.0 葉期苗が最大で
あった。このように定植時の生育量が苗齢によって異なる
ので，仮総葉面積に基づく相対生長率（表 3）を算出した。
定植後 0～7 日の相対生長率は処理 2.0 および 2.5 葉期苗区
が慣行 3.0 葉期苗区に比べそれぞれ 41 および 28% 高く，両

































および慣行 3.0 葉期苗の生育を実験 4 で比較した。定植時
の苗の地上部新鮮重（表 1）および仮総葉面積（表 4）は，





の割合は，処理 2.0 葉期苗，処理 2.5 葉期苗および慣行 3.0
葉期苗それぞれ 62，68 および 59% であった。定植後 7～
14 日においては，いずれの葉期苗でも灌水 50% 制限によ
る相対生長率低下は認められなかったが，灌水 25% 区では
処理 2.5 葉期苗および慣行 3.0 葉期苗で 90～91% に低下し
た。以上のように灌水制限による生育抑制は慣行 3.0 葉期
苗で大きく，処理 2.0～2.5 葉期苗で小さかった。
　定植後 1 週間湛水した影響を実験 5 で比較した。定植時





期苗，処理 2.5 葉期苗および慣行 3.0 葉期苗の割合はそれ
ぞれ 75，59 および 43% であり，生育抑制割合は慣行 3.0 葉
期苗で高かった。7～14 日においては，湛水による生育抑
制は処理 2.0 葉期苗で認められず，処理 2.5 葉期苗および









































表 4　ブロック化処理が定植後 1 週間の灌水制限条件での
キャベツ生育に及ぼす影響（実験 4，n＝10）





3）　Kuk Y I,  J S Shin  (2007) Mechanisms of  low-temperature 




































































in  this experiment enabled younger seedlings  to be  transplanted compared  to conventional methods.  
This resulted not only  in a reduction  in the time taken to raise seedlings but also  in the promotion of 
post-transplant growth under ordinary conditions, as well as under water stress.
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